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不等式で評価し(定理 3 ・ 1 ), 更に統計学上重要で、ある二項分布の裾の確率の限界を Bahadur等の
結果を援用して与えた(定理 3 ・ 2 )。応用として標本分位点の裾の確率なども考察した。(第 3 節)
多項確率に関する近似も二項確率の評価と同様にして行なった(定理 4 . 1) 。 そこでの評価の段




関連するK'-L'情報量の標本分布に， )いて従来の結果も含む第 2 近似までを考慮した上，下界を与え
た(定理 5 ・ 1 ， 5 ・ 2 ， 5 ・ 3 )。理論の数値的精度を確めるためにいくつかの場合についてカイ
二乗型統計量の分布関数の限界値などを計算しかなり良好な結果を得た(表 5 ・ 1 ， 5 ・ 2 )。特に
小標本の場合には第 2 近似の項が重大に効くことが分った。(第 5 節)
論文の審査結果の要旨
本論文の目的は統計学において基本的なカイ 2 乗統計量および、工Tora によるその修正統計量の分布
について裾の確率を上下からの不等式によって近似することである。そのため著者は対数関数とガン
マ関数の逆階乗級数による展開から出発する。これらの関数は普通はべき級数に展開され，特にガン
マ関数の場合はスターリングの公式となるが，これは漸近展開であって級数の収束は保証されない。
これに対し著者は逆階乗級数は収束するだけでなく，誤差項の簡単な評価ができることを示した。そ
してこの展開を利用して 2 項分布の各項および裾の確率を上下からの不等式で近似し，それを利用し
て多項分布の確率を評価し，さらにその結果に基づいて最終的にカイ 2 乗統計量の確率の評価に成功
した。これらの結果は統計学の基礎的な分野に重要な知見を加えたものであり，博士論文として価値
あるものと認\める。
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